
22 練児保第 10071 号 
平成 22 年 11 月 29 日 

 
練馬区長 志村 豊志郎 様 
 

練馬区立保育園運営業務委託事業者選定委員会委員長 
健康福祉事業本部児童青少年部長 中村 哲明 

 
練馬区立石神井町さくら保育園運営業務委託事業者選定について（報告） 

 
練馬区立石神井町さくら保育園運営業務委託事業者を下記のとおり選定しましたので報

告します。 
 

記 
 
練馬区立石神井町さくら保育園運営業務委託事業者 

社会福祉法人 高洲福祉会 
千葉県千葉市美浜区高洲一丁目１５番２号 
法人設立 昭和５１年１１月２９日 
理事長 樋口 正春 

 



練馬区立石神井町さくら保育園運営業務委託審査採点表

総合採点表

配点
社会福祉法人
高洲福祉会

Ａ　提案書等による審査 520 397.8 (76.5%)

Ｂ　現地調査による審査 240 193.2 (80.5%)

Ｃ　園長候補者等ヒアリングによる審査 240 213.0 (88.8%)

合      計 1,000 804.0 (80.4%)
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 [選定の経過] 

 
練馬区立保育園運営業務委託事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）は、石神

井町さくら保育園に応募のあった３事業者について、平成２２年１０月８日（金）の第１

回選定委員会開催から、事業者によるプレゼンテーション、園長候補者等に対するヒアリ

ング、および選定委員による現地調査を経て、１１月２６日（金）の事業者選定に至るま

で計６回の会議を行った。 
 

１  平成２２年１０月８日（金）の第１回目の選定委員会では、選定委員の合議により

事業者を決定することとする「選定方針」と「審査基準」を確認した。 
 

２  平成２２年１０月７日（木）～１１月１日（月）の第２回選定委員会では、選定委

員による石神井町さくら保育園の視察を行った。 
 
３  平成２２年１０月３１日（日）の第３回選定委員会では、応募事業者の運営する保

育施設を実地に調査するため選定委員会の下に設置した区立保育園長、保育課支援調

整係（係長・次席）および保育課栄養指導担当係長で構成する「現地調査部会」の調

査報告および税理士による事業者の経営診断の結果の報告を受けた。 
 
４  平成２２年１０月３１日（日）の第４回の選定委員会では、石神井町さくら保育園

の保護者が参観する中、事業者のプレゼンテーションを実施した。 
その後、選定委員による園長候補者と事業者へのヒアリングを行った。 

 
５  平成２２年１１月１日（月）～１７日（水）の第５回の選定委員会では、選定委員

による各事業者の運営する保育園の視察を行った。 
 
６  平成２２年１１月２６日（金）の第６回の選定委員会では、評価結果については、

合議体として結論を出すこととし、各委員の評点状況に基づき項目ごとに評点とする

ことについて確認した。 
「Ａ 提案書等による審査」、「Ｂ 現地調査による審査」、「Ｃ 園長候補者等ヒア

リングによる審査」の順に、審査基準表（採点表）の評点分布を見ながら論議を行っ

た。 
事業者についての主な意見・指摘等は、次のとおり。 

事業者Ａ 
・理事長の理念がすばらしい。 



・保護者への子育て支援に積極的に取り組んでいる。 
・近隣施設との連携など、地域との関わりが優れている。 
・食育への取り組みが積極的である。 
・事業者が運営している保育園は、限られたスペースの中で工夫が見られたが、さら

に工夫できる部分があった。 
・園長候補者から熱意が伝わってこなかった。 
 
事業者Ｂ 
・理念に抽象的な部分が見られた。 
・石神井地域とのつながりがあり、実績もあるが、同じ地域の保育園に同じ事業者が

受託するよりも、多様な事業者の保育を導入することにより、保育の活性化を図る

ことが望ましい。 
・事業者が運営している保育園は、おもちゃの調え方などに細かい配慮がみられ、す

きのない環境設定を行っている。また、保護者への支援も優れている。 
・保育士の言葉遣いや、発達に応じた保育のかかわり方で、気になる場面があった。 
・園長候補者は、練馬区の保育を熟知しており、熱意が感じられた。 
 
事業者Ｃ 
・理事長の理念が優れており、職員の一人ひとりに浸透して、保育の中で実践されて

いる。 
・事業者が運営している保育園は、手作りおもちゃが豊富にあり、子どもの動線も十

分考えられた環境設定となっている。子どもは、一人ひとりが自主的・自発的に生

活しており、静と動の区別ができている。子どもや保護者にとって理想の保育園と

いう印象である。 
・園長候補者は、明るく、前向きな人柄で、保育に関する考え方も胸をうつものがあ

る。 
・３歳児～５歳児の縦割り等、保育の特殊性については、一人ひとりの子どもを大切

にするという事業者の理念を考えると、保護者との丁寧な対話の中で徐々に理解を

深めていくことができると考える。 
・障害児保育の受け入れについて直近で実績はないが、認定を受けていない子どもの

受け入れは現在もあり、研修も十分に行っていることから、一定の評価を行うこと

とした。 
 

総合的な評定から、優れた保育理念とその実践、園長候補者の人柄や実践力が評価でき

ることから、事業者Ｃの「社会福祉法人高洲福祉会」を石神井町さくら保育園の委託事業

者として選定した。 


	評価表集計表
	ホームページ


